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使用済燃料プール注水配管への

サイフォンブレーク孔の施工について



 使用済燃料プール冷却浄化系配管破断時にサイフォン効果によって使用済燃
料プールからプール水が逆流するリスクがあるため、サイフォンブレーク孔
の施工を行い、プール水逆流を防止する。

 逆止弁や真空破壊弁での設備対策を行っているが、更なる信頼性を向上する
もの。（5号,共用プール：逆止弁、6号：真空破壊弁）
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＜使用済燃料プール冷却浄化系配管破断時の挙動：5号機の例＞

１．サイフォンブレーク孔施工の目的
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２．サイフォンブレーク孔施工の方法

＜穿孔装置イメージ＞

 サイフォンブレーク孔の施工にあたり、放電加工の穿孔装置を採用し、穿孔
装置をプール内配管に把持して穿孔する。

穿孔位置

＜装置の特徴＞

 穿孔時の加工屑や水を箱外へ回収する。

 穿孔時に発生するガスやダストを高性能
フィルタを通して箱外へ排気する。

 寸法：

高さ約2.8m×幅約0.6m×奥行約1.1m
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＜実施範囲＞

 1～6号機使用済燃料プール及び共用プ
ールのうち比較的低線量である5・6号
機及び共用プールを実施する。

放電加工機

把持装置
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現在

・モックアップにて、作業時に想定されるリスクをつぶし込むことで、現場作業に万全を期する。


